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スマートエイジングを目指す日欧共同仮想
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３か年

情報通信技術を活用して、人々の健康リスクを早期発見
し、個々人に適したアドバイスを行う仮想コーチングは、「ア
クティブ・ヘルシー・エイジング(活力ある健康的な高齢化)」
のために極めて重要である。
しかしながら、従来のシステムは、カスタマイズが難しかっ
たり、処理能力が限られていたり、規格化され過ぎていたり
することなどによって、必ずしも個々人に適したものとは言
い難い。
そこで、ビッグデータ解析やエモーショナルコンピューティン
グなどの最新技術を用いて、個別化されたプロファイリング
と個々人に応じてアドバイスを行うシステムを開発し、高齢
者の受容性を検証する。
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